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＜試験項目 1 疲労ストレス測定‐rela.cure 乳液＞

供試試料 rela.cure 乳液

精製水使用乳液（コントロール）

測定条件 ①測定日時 令和 4年 6月 17 日～6月 19 日

     ②温湿度  25.1～25.5℃ 57～61％

     ③測定機器 株式会社村田製作所製 疲労ストレス計 MF-100

     ④被検者 48歳女性

測定方法 測定の仕方（装置の握り方や測定時の姿勢等）はメーカーの取扱説明書

に従って行った。測定前 5 分間の安静後、椅子に座り目を閉じた状態で疲労ストレ

ス度を測定した。疲労ストレス度を測定した。測定時間は 2分間であった。

精製水使用乳液（コントロール）は朝洗顔後、顔全体に塗布し 1 時間後に疲労ス

トレス度を測定した。翌朝洗顔後、rela.cure 乳液を顔全体に塗布前後および 1 時

間後に疲労ストレス度を測定した。

   なお、図説後の「 」内は疲労ストレス結果の見方（図 13）の評価を示している。

結 果

図 1は乳液（コントロール）塗布前、図 2は乳液塗布直後、図 3は乳液塗布 1時間

後の疲労ストレス結果を示す。表 1に乳液（コントロール）の疲労ストレス測定数値

を示す。

表のバランス、偏差値および総拍数は本報告書

最終ページの＜疲労ストレス測定値の見方＞で説明しています。

ストレス度（自律神経の交感神経と副交感神経）は人により異なり、また時間帯や環

境にも大きく左右されます。本実験では、ストレスが安定した状態では効果が判断で

きないため、「健全」な状態から外れた状態を確認してから疲労ストレス度を測定した。



図 1．乳液塗布前 「眠い・だるい」    図 2．乳液塗布直後 「やる気」

                        

図 3．乳液塗布 1時間後 「眠い・だるい」

表 1 乳液（コントロール）塗布の疲労ストレス測定値

塗布前 塗布直後 塗布 1時間後

バランス＊ 1.59 4.34 0.68

偏差値＊＊ 41 47 41

総拍数＊＊＊ 155 168 160

尚、本測定結果は供試試料および測定環境下での値であり、全ロットについての結果を報告するものでは

ありません。



図 4は rela.cure 乳液塗布前、図 5 は rela.cure 乳液塗布直後、図 6は rela.cure

乳液塗布 1時間後の疲労ストレス結果を示す。表 2に rela.cure 乳液塗布の疲労ス

トレス測定数値を示す。

                      

図 4．rela.cure 乳液塗布前 「眠い・だるい」  図 5．rela.cure 乳液塗布 「健全」

図 6．rela.cure 乳液塗布 1時間後 「健全」



表 2 rela.cure 乳液塗布の疲労ストレス測定値

塗布前 塗布直後 塗布 1時間後

バランス＊ 0.55 0.38 0.33

偏差値＊＊ 41 43 47

総拍数＊＊＊ 146 149 158

尚、本測定結果は供試試料および測定環境下での値であり、全ロットについての結果を報告するものでは

ありません。

≪rela.cure 乳液のまとめ≫

乳液（コントロール）を塗布した場合には塗布後 1 時間経っても「眠い・だるい」状

態であった。しかし、rela.cure 乳液を塗布した場合には直後でも「健全」状態になり、

rela.cure 乳液の効果が見られた。



＜試験項目 2 疲労ストレス測定‐rela.cure 美容液＞

供試試料 rela.cure 美容液

精製水使用美容液（コントロール）

測定条件 ①測定日時 令和 4年 6月 21 日～6月 22 日

     ②温湿度  25.3～25.6℃ 57～61％

     ③測定機器 株式会社村田製作所製 疲労ストレス計 MF-100

     ④被検者  48 歳女性

測定方法 測定の仕方（装置の握り方や測定時の姿勢等）はメーカーの取扱説明書

に従って行った。測定前 5 分間の安静後、椅子に座り目を閉じた状態で疲労ストレ

ス度を測定した。疲労ストレス度を測定した。測定時間は 2分間であった。

精製水使用美容液（コントロール）は朝洗顔後、顔全体に塗布し 1 時間後に疲労

ストレス度を測定した。翌朝洗顔後、rela.cure 美容液を顔全体に塗布前後および 1

時間後に疲労ストレス度を測定した。

   なお、図説後の「 」内は疲労ストレス結果の見方（図 13）の評価を示している。

結 果

図 7 は美容液（コントロール）塗布前、図 8 は美容液塗布、図 9 は美容液塗布 1 時間後

の疲労ストレス結果を示す。

図 7．美容液塗布前 「やる気」   図 8．美容液塗布直後 「やる気」



図 9．美容液塗布 1時間後 「やる気」

表 3 美容液（コントロール）塗布の疲労ストレス測定値

塗布前 塗布直後 塗布 1時間後

バランス＊ 5.25 2.20 2.42

偏差値＊＊ 49 59 54

総拍数＊＊＊ 156 160 159

尚、本測定結果は供試試料および測定環境下での値であり、全ロットについての結果を報告するものでは

ありません。



図 10 は rela.cure 美容液塗布前、図 11 は rela.cure 美容液塗布、図 12 は rela.cure 美

容液塗布 1時間後の疲労ストレス結果を示す。

図 10．rela.cure 美容液塗布前 「やる気」  図 11．rela.cure 美容液塗布 「やる気」

図 12．rela.cure 美容液塗布 1時間後 「健全」

表 4 rela.cure 美容液塗布の疲労ストレス測定値

塗布前 塗布直後 塗布 1時間後

バランス＊ 2.75 2.10 1.09

偏差値＊＊ 56 47 46

総拍数＊＊＊ 150 149 152

尚、本測定結果は供試試料および測定環境下での値であり、全ロットについての結果を報告するものでは

ありません。



≪rela.cure 美容液塗布のまとめ≫

美容液（コントロール）を塗布した場合には塗布前、塗布直後および塗布 1 時間後共

に「やる気」の状態で変化はほとんど見られなかった。しかし、rela.cure 美容液塗布し

た場合には「健全」まで回復し、rela.cure 美容液の効果が見られた。

＜疲労ストレス測定結果の見方＞（メーカー説明書からの引用）

バランス＊；副交感神経と交感神経のバランスで、2.0より小さいと副交感神経優位

（リラックス）で、2.0より大きいと交感神経優位（緊張）にある。

偏差値＊＊；自律神経機能（働き度合い）を示す。歳を取ると自律神経の働きは低下する。

そのため年齢相応を偏差値 50として 42を正常範囲としている。

総拍数＊＊＊；測定時間内の心拍数

      図 13．疲労ストレス測定結果の


